
第78回 国立病院総合医学会（大阪）発表

　私は「当院の骨折リエゾンチームにおける
二次性骨折予防の取り組みについて」の演題
でポスター発表を行いました。当院の取り組
みに対して質疑応答で、「地域連携パスがあり
ますか」と興味をもった質問もあり、地域とど
のように今後協働していくか、チームで具体的
に考えていく必要があると感じました。

　また、他病院の発表で当院とは違う地域
事情での様々な取り組みを聴き、得るものが
多くありました。全国の皆様からいただいた
刺激を糧に、これからの業務に活かしていき
たいと思います。発表やその準備等、関わっ
ていただいた皆様ありがとうございました。

骨折リエゾンチームにおける
二次性骨折予防の取り組み 医療ソーシャルワーカー（MSW） 　山本  悠策

　入院・退院サポートコーナーでは、入院予定
の患者さんに、現在の生活についてお話を伺
い、入院生活や退院に向けての準備、退院後
の生活について予測しながら、入院前にお話
しを伺っています。

　今回、国立病院総合医学会において、患者
さんの入院から退院までの不安を少しでも解
消し安心して入院を迎えていただくための患
者さんやご家族へ説明・介入する取り組みを２
題発表しました。また、他院での取り組みを知
ることができ、学びの多い学会となりました。
なんと、今回の発表ではポスター賞もいただ
き、皆で日々の頑張りを認め合い、泣いて喜び
合いました♪
　まだまだ入院・退院サポートコーナーをご
存じない方もおられると思います。入院まで
の時間をより安心して過ごしていただけるよ
うにお話しさせていただきたいと思いますの
でよろしくお願いいたします。

ご家族へ説明・介入する取り組みを
２題発表 入退院サポート　三澤  綾 / 田向  幸

　私たち医療ソーシャルワーカーは、日々、患者
様・家族様から様々な相談をお受けしています。

　今回は、私たち医療ソーシャルワーカーが患者
様や家族様と面談するにあたって、大切にしてい
る『バイスティックの７原則』についてお話してい
きたいと思います。
　『バイスティックの7原則』とは、アメリカのケー
スワーカーで社会福祉学者のフェリックス・P・バ
イスティックが、1957年に著書『ケースワークの
原則』で記した原則です。社会福祉士の勉強で、
一番初めに学ぶもので、以下の7つの項目によっ
て構成されています。

1.個別化の原則
2.受容の原則
3.意図的な感情表出の原則
4.統制された情緒的関与の原則
5.非審判的態度の原則
6.自己決定の原則
7.秘密保持の原則

　相談者の方の困り事や心配事は、それぞれ違
います。私たちは、相談援助で信頼してもらうた
め、個別性を大切にし、相談者の方の思いに寄り
添います。医療ソーシャルワーカー自身の価値観
などで物事を判断せず、相談者の方が、これから
の考えや気持ちを表出できるように意識しなが
ら、できる限り希望に寄り添った退院支援・調整
ができるよう支援しています。もちろん、面談で
お聞きした個人情報は保護されますので、もし、
話を聞いてみたいことがあれば、お気軽にご相談
ください。
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　2/20の研修をもちまして、
今年度の研修会全日程終了と
なりました。今年度は集合研修
を4回、オンライン研修を５回
開催しました。たくさんのご参
加ありがとうございました。
　来年度の予定につきまして
は、年度初めの広報誌にてお知
らせいたします。引き続きよろ
しくお願いします。

治療と仕事の両立支援
このようなお悩みを社会保険労務士に相談してみませんか？
お気軽にお問い合わせください。 

治療をしながら仕事を続けたいあなたをサポートします！

開設日

時  間

６月18日火 /９月17日火
12月17日火 / ３月18日火
13~15時

場  所 浜田医療センター 地域医療連携室
（当日の相談は当院からオンラインで実施します）

対  象

2024年度〈４回の開催予定〉

【担当】 浜田医療センター 地域医療連携室
　　　 tel.0855-25-0505 （代表）（平日9時～16時）

患者（労働者）、家族、職場の方

終了しました

終了しました

終了しました
事前
予約

＼ お
気軽にご相談ください ／

●病気や不妊治療のために仕事を続けようか迷っている
●治療費のことが心配  
　… 傷病手当金や障害年金、高額療養費など医療費制度について知りたい
●病気のことを会社にうまく伝えられない
●職場で配慮してほしい　など

0908 vol.69（2025 春号） vol.69（2025 春号）


